
令和８年度（２０２６年度）第１回東海市青少年育成センター運営協議会次第 

 

              日時 令和８年（２０２６年）５月１３日（水） 

                 午後２時から午後３時まで 

              場所 東海市立教員研修センター 第１研修室（３階） 

                        

１ 開会のことば 

 

２ 辞令交付 

 

３ あいさつ（教育委員会 教育部長 橘 洋子） 

 

４ 自己紹介（委員及び青少年育成センター職員） 

 

５ 協議・報告事項 

 運営協議会会長及び会長職務代理者の選出について 

 

 令和８年度（２０２６年度）事業計画（案）について（P.5） 

               

          〃              居場所づくり推進事業実施要項について（P.6） 

  

       〃              東海市青少年育成員活動計画について（P.7） 

 

  令和７年（２０２５年）東海市の少年における情勢について（P.8～15） 

 

６ その他 

  

７ 閉会のことば 
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教育委員会規則第７号 

東海市青少年育成センター設置規則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、東海市青少年育成センターの設置について、必要な事項を定め

るものとする。 

（設置） 

第２条 青少年の非行を予防し、青少年の健全な育成を図るため、東海市青少年育成

センター（以下「育成センター」という。）を東海市養父町北反田４１番地に

設置する。 

（業務） 

第３条 育成センターの業務は、次のとおりとする。 

 青少年の居場所づくりに関すること。 

 青少年の相談に関すること。 

 青少年の問題に関する情報及び資料の収集に関すること。 

 その他青少年の非行の予防及び健全な育成に必要な業務 

（運営協議会） 

第４条 育成センターに運営上必要な事項を協議するため、東海市青少年育成センタ

ー運営協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

２ 協議会の委員は、１４人以内において、民生、警察、教育等の関係者のうち

から教育委員会が委嘱し、又は任命する。 

３ 委員の任期は、１年以内とする。 

４ 協議会に会長を置き、委員の互選によつてこれを定める。 

５ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

６ 会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長が指定する

委員がその職務を代理する。 

（青少年育成員） 

第５条 青少年の非行の予防の啓発、街頭パトロール等の業務を行うため、育成セン

ターに青少年育成員（以下「育成員」という。）を置く。 

２ 育成員は、１０５人以内において、青少年に対する理解と愛情を有し、青少
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年の非行の予防及び健全な育成に対する熱意がある者のうちから教育委員会が

委嘱し、又は任命する。 

３ 育成員の任期は、１年以内とする。 

（育成員証） 

第６条 教育委員会は、育成員に対してその身分を証するため、育成員証を交付す

る。 

２ 育成員は、常に育成員証を携帯し、必要な場合に提示するものとする。 

（委員等の秘密保持義務） 

第７条 協議会の委員又は育成員は、職務上知ることのできた秘密を漏らしてはなら

ない。その職を退いた後も、同様とする。 

（職員） 

第８条 育成センターに、所長その他必要な職員を置く。 

２ 前項の所長及び職員は、教育委員会社会教育課の職員で教育委員会が指名し

たものをもつて充てる。 

（委任） 

第９条 この規則に定めるもののほか、育成センターの運営について必要な事項は、

教育長が定める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和６１年教委規則第２号） 

この規則は、昭和６１年４月１日から施行する。 

附 則（平成元年教委規則第３号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１０年教委規則第２号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１６年教委規則第２号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（令和２年教委規則第４号） 

この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
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令和８年度（２０２６年度）東海市青少年育成センターの組織 

 

１ 運営協議会 

  委員数  １４人（設置規則第４条第２項関係） 

  構 成   

・東海警察署代表（生活安全課長） 

・東海大府少年補導委員会代表 

・西知多保護区保護司会代表 

・民生・児童委員連絡協議会代表 

・更生保護女性会代表 

・日赤奉仕団代表 

・東海市スカウト連絡会代表 

・東海商工会議所代表 

・東海青年会議所代表 

・コミュニティ推進地区連絡協議会代表 

・市内高等学校長代表 

・小中学校長会代表 

・小中学校ＰＴＡ連絡協議会代表 

・子ども会連絡協議会代表 

  任 期  １年以内 

 

２ 青少年育成員 

  育成員数  ７４人（設置規則第５条第２項関係） 

  構 成   

・西知多保護区保護司会        ６人 

  ・民生・児童委員連絡協議会      ６人 

  ・更生保護女性会           ６人 

  ・日赤奉仕団             ５人 

  ・東海市スカウト連絡会        ２人 
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・コミュニティ推進地区連絡協議会  １２人 

・市内小中学校           １８人 

・小中学校ＰＴＡ連絡協議会     １８人 

・東海警察署             １人 

  任 期  １年以内 

 

３ 事務局 

・一般事務職   ２人  

・少年指導員   ２人 
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令和８年度（２０２６年度）東海市青少年育成センター事業計画（案） 

１ 会議等 

No 事業の内容 実施期日 

１ 東海市青少年育成センター運営協議会 

＜年３回＞ 

５月１３日（水） 

１０月２１日（水） 

３月１１日（木） 

２ 啓発活動 

No 事業の内容 実施期日 

１ 青少年の被害・非行防止問題に取り組む県民運動（夏季） 学校の夏季休業中 

２ 青少年によい本をすすめる県民運動 １０月 １日～３１日 

３ 子ども・若者育成支援強調月間 １１月 １日～３０日 

４ 青少年の被害・非行防止問題に取り組む県民運動（冬季） 学校の冬季休業中 

５ 「家庭の日」県民運動 ２月 １日～２８日 

６ 啓発チラシの作成・配布 随時 

３ 研修会等 

No 事業の内容 実施期日 

１ 東海市青少年育成員全員研修会 ５月１９日（火） 

２ 青少年育成センター所外視察研修 ８月 

４ 講座等 

No 事業の内容 実施期日 

１ 出前授業（非行防止教室・情報モラル教室等） 随時 

２ ぶらっと講話 随時 

５ パトロール活動 

No 事業の内容 実施期日 

１ 青少年育成員による街頭パトロール活動等 
小学校区単位（12 班） 

各地区２月に１回程度 

２ 青色防犯パトロール活動 随時 

３ 花火大会・盆踊り等に伴うパトロール活動 ７～８月 

４ 「２０歳の集い」に伴うパトロール活動 １月１０日（日） 

５ 市内中学校卒業式に伴うパトロール活動 ３月 ５日（金） 
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令和８年度（２０２６年度）居場所づくり推進事業実施要項 

１ 趣旨 

青少年の健全育成活動及び非行防止のため、青少年に対してその心身の拠所とな

る「居場所」（ふれあい活動等の機会）を提供し、様々な活動を通じて、協調性や社

会性のある大人になるための人間形成を支援する。 

 

２ 実施主体 

 東海市、東海市教育委員会 青少年育成センター 

 

３ 事業内容 

ふれあい活動 

  良好な人間関係づくりが必要な青少年との信頼関係を築き上げることを目

的として、各種スポーツ活動等を行う。また、体験を同じくすることで、

青少年と大人の精神的結びつきや理解を深め、青少年の協調性や社会性を

育成する。 

なお、活動の運営にあたっては、関係諸機関から推薦された委員による

実行委員会を組織する。 

⑴ 会議 

No 事業の内容 実施期日 

１ 
東海市青少年居場所づくり推進事業 

「ふれあい活動」実行委員会 

＜年２回＞ 

５月２１日（木） 

３月１１日（木） 

⑵ 活動計画（案） 

No 事業名 事業内容 実施期日 

１ 
ボルダリング競技 

（小・中学生） 

チームを編成し、さまざまな難易度

のボルダリングコースに挑戦し、課

題をクリアしていくもの。 

８月２５日（火） 

２ 
ボウリング競技 

（小・中学生） 

チームを編成し、ボウリングのスコ

アを競うもの。 
１２月２４日（木） 

 (高校生・大学生は、ボランティアスタッフとして募集予定) 

※ 活動予定は追加・変更する場合があります。  
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令和８年度（２０２６年度）東海市青少年育成員活動計画 

１ 趣旨 

  青少年の非行の予防の啓発、街頭パトロール等の業務を行う。 

２ 青少年育成員の主な活動 

①街頭パトロール（年３回） 

小学校区ごとに地域を巡回し、子どもたちの見守りや危険個所の確認を行う。 

②啓発キャンペーン（年１回） 

地域の商業施設などで啓発物品を配布し、青少年健全育成の呼びかけを行う。 

③日常の見守りと情報共有 

  子どもたちについて気づいたことを、二次元コ―ドを活用してセンターへ共有

し、継続的な見守りにつなげる。 

３ 活動予定 

 
〇〇中学校区 

□□小学校区 △△小学校区 

５月 東海市青少年育成員全員研修会（１９日） 

６月 街頭パトロール活動①  

７月  街頭パトロール活動① 

８月 なし 

９月 
街頭啓発キャンペーン活動（チラシ等配付） 

１０月 

１１月 街頭パトロール活動②  

１２月  街頭パトロール活動② 

１月 街頭パトロール活動③  

２月  街頭パトロール活動③ 

３月 １年間の振り返り 

４ 街頭パトロールに伴う謝礼について 

４回参加  図書カード 5,000 円分（所得税 157 円を引いた金額） 

２回以上参加  図書カード 3,000 円分（所得税 94 円を引いた金額） 

１回参加  図書カード 1,000 円分（所得税 31 円を引いた金額） 

第３回 

第１回 

第２回 

第４回 



※ この資料は、愛知県東海警察署の協力を得て作成した非行少年等に関する資料で暫定値である。

※ 構成比(数値)は、四捨五入のため、内訳の合計が総数に合わない場合がある。

（人）

※　各欄の下段は、内数で女性を示す。

令和７年（２０２５年）東海市における少年非行について

１　東海市における非行少年などの年別推移

13 397 410

63 67

ぐ犯・不良行為少
年

総　　数

２　東海市に居住する少年の非行

○犯罪・触法少年は、平成２８年から平成３０年まで減少していたが、令和元年以降、増減を繰り返し
　ている。
  ぐ犯・不良行為少年の補導人員は、３９７人と、前年に比べ１５１人（６１．４％）増加した。
〇県下の犯罪・触法少年は、令和５年以降増加し、ぐ犯・不良行為少年は、令和３年以降増加していた
　が令和７年減少した。

令 和 ７ 年

-1 -1

66

犯罪・触法少年

4 62

4
前 年

21 246 267

※　非行少年　　　犯罪少年、触法少年及びぐ犯少年をいう。
　　犯罪少年　　　14歳以上で罪（刑法・特別法）を犯した少年をいう。
　　触法少年　　　14歳未満で刑罰法令に触れる行為をした少年をいう。
　　ぐ犯少年　　　保護者の正当な監督に服さない性癖があるなど一定の理由があって、その性格又は、環境に照らし
                て、将来、罪を犯し、又は刑罰法令に触れるおそれのある少年をいう。
　　不良行為少年　犯罪少年、触法少年及びぐ犯少年には該当しないが、飲酒、喫煙、けんか、その他自己または他人
                の徳性を害する行為をしている少年をいう。

増 減 数
-8 151 143

（１) 東海警察署管内における少年非行
        犯罪・触法少年   　 　54人（－  1人）
        ぐ犯・不良行為少年　 845人（＋273人）
        総 　　　　 数　     899人（＋272人）
 
     ※( )は前年比
　　 ※総数には管外に居住する少年の数を含む

（２）大府市に居住する少年の少年非行
        犯罪・触法少年　      7人（−   4人）
        ぐ犯・不良行為少年　171人（＋ 66人）
        総 　　　　 数　 　 178人（＋ 62人）

     ※( )は前年比
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（人）

13 12 1 8 2 5 1 2 1 1 1
4 3 3 3 1 1

21 16 2 1 11 5 6 1 1 5 2 3
4 4 4 4

-8 -4 -2 -3 -5 2 -1 1 1 -4 1 -2 -3
-1 -1 -1 1 1

　

３　東海市に居住する犯罪・触法少年（刑法犯・特別法犯）

（１）罪種別

総

数

刑

法

犯

　　　    刑　　　　　　法　　　　　　犯 特　別　法　犯

占
有
離
脱
物

横
領

そ
の
他

 
刑
法
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の
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犯
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令 和 ７ 年

前 年

増 減 数

※　各欄の下段は、内数で女性を示す。

（２）罪種別前年対比グラフ

（３）罪種別グラフ

○罪種別では、窃盗が８名と最も多く全体の６１.５％を占めている。
  その他刑法犯の罪種は、盗品等無償譲受けで、自転車盗を敢行した少年から当該自転車を無償で譲り
　受けたものである。
　その他窃盗は、店舗のバックヤードから販売商品を窃取したものである。
  昨年１２名と急増した初発型非行は、９名であった。
※  初発型非行 : 動機が単純で、非行の手段も比較的容易なため、初めての非行形態として行われやす
　　　　　　　　 いオートバイ盗、自転車盗、万引き及び占有離脱物横領の４つの非行をいう。
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1

7.7%

万 引 き

5

38.5%

自転車盗

2

15.4%

その他窃盗

1

7.7%

占有離脱物横領

2

15.4%

その他刑法犯

1
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1

7.7%
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（人）

4 5 -1 4 4 1 3
3 1 2 3 3 3

4 7 -3 4 2 1 1 1 1
1 -1

2 -2

4 4 4 1 2 1 1 1
2 -2

1 3 -2 1 1
1 1 1 1

13 21 -8 12 1 8 2 5 1 2 1 1 1
4 4 3 3 3 1 1

（４）学職別
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他 学 生
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合　  計

※　各欄の下段は、内数で女性を示す。

（５）学職別及び年齢別グラフ（前年比）

（６）学職別及び年齢別グラフ

○学職別では、中高生が８人で全体の６１.５％を占めている。
○年齢別では、１６歳の少年が全体の４６.２％を占めている。

１４歳

1

7.7%

１５歳

3

23.1%

１６歳

6

46.2%

１７歳

2

15.4%

１９歳

1

7.7%

令和７年〈年齢別〉

中学生

4

30.8%

高校生

4

30.8%

有 職

4

30.8%

無職

1

7.7%

令和７年

0
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4 4

0
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小
学
生

中
学
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高
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無
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〈学職別前年対比〉 令和６年

令和７年
(人）
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１
５
歳

１
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１
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歳

１
９
歳

〈年齢別前年対比〉 令和６年

令和７年

〈学職別〉
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（人）

　

４　東海市に居住するぐ犯・不良行為少年

（１）行為別

暴

走

行

為

粗

暴

行

為

そ

の

他

ぐ

犯

総

数

深

夜

は

い

か

い

喫

煙

家

出

怠

学

薬

物

乱

用

飲

酒

不
健
全
娯
楽

令 和 ７ 年
397 264 113 4 1 2 8 5
62 48 9 3 1 1

前 年
246 149 77 8 1 2 6 1 2
63 41 10 5 1 1 4 1

増 減 数
151 115 36 -4 -1 1 -6 7 3
-1 7 -1 -2 -1 1 -1 -4

※　各欄の下段は、内数で女性を示す。

（２）行為別前年対比グラフ及び行為別グラフ

○行為別では、喫煙・深夜はいかいの合計が３７７人であり、全体の９５.０％を占めている。
〇その他の５人は、金品持ち出しである。

（３）深夜はいかい・喫煙の補導人員年別推移

〇深夜はいかいの補導人員は、令和元年から減少していたが急増した。
　令和７年は２６４人と前年に比べ１１５人（７７.２％）増加した。
〇喫煙の補導人員は、令和元年が最も多く、その後増減を繰り返していたが昨年に続き増加した。
　令和７年は１１３人と前年に比べ３６人（４６.８％）増加した。
〇県下の深夜はいかいの補導人員は、令和４年以降増加したが昨年は減少した。一方喫煙の補導
　人員は、令和５年、６年と増加したが昨年は深夜はいかいと同様に減少した。

149

77

8 1 0 2 6 0 1 2 0

264

113

4 0 1 2 0 0 8 5 0
0
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300
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夜
は
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学

薬
物
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用

飲

酒

不
健
全
娯
楽

暴
走
行
為

粗
暴
行
為

そ
の
他

ぐ
犯

令和６年 令和７年〈行為別前年対比〉（ 人）
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90 80 93

53 77 113
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262 253
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264
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年

令
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年

令
和
４
年

令
和
５
年

令
和
６
年

令
和
７
年

喫 煙

深夜はいかい（人）
<深夜はいかい・喫煙の補導人員>

深夜はいかい

264

66.5%

喫 煙

113

28.5%

家 出

4

1.0%

薬物乱用

1

0.3%

飲 酒

2

0.5%

粗暴行為

8

2.0%
その他

5

1.3%

令和７年〈行為別〉
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（人）

（４）学職別

総

数

前

年

総

数

増

減

数

深
夜

は

い

か

い

喫

煙

家

出

怠

学

飲

酒

不

健

全

娯

楽

暴

走

行

為

粗

暴

行

為

そ

の

他

小 学 生
5 2 3 1 1 3
2 2 1 1

中 学 生
50 58 -8 28 16 2 1 1 2
15 16 -1 9 4 2

高 校 生
169 113 56 131 34 1 1 2
37 37 32 4 1

他 学 生
3 7 -4 2 1

3 -3

有　　職
33 25 8 15 16 2

4 -4

無　　職
137 41 96 87 46 3 1

8 3 5 6 1 1

合　  計
397 246 151 264 113 4 2 8 6
62 63 -1 48 9 3 2

※　各欄の下段は、内数で女性を示す。

（５）学職別及び年齢別の前年対比グラフ

（６）学職別及び年齢別グラフ

○学職別では、中学生、高校生が２１９人で全体の５５.２％を占めている。
○年齢別では、１６、１７歳が２４９人で全体の６２.７％を占めている。

2
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113
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25

41
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〈学職別前年対比〉
令和６年 令和７年（人）

小学生

5

1.3% 中学生

50

12.6%

高校生

169

42.6%

他学生

3

0.8%

有職

33

8.3%

無職

137

34.5%

令和７年〈学職別〉
１４歳

未満

22

5.5%
１４歳

17

4.3%
１５歳

75

18.9%

１６歳

105

26.4%

１７歳

144

36.3%

１８歳

34

8.6%

令和７年〈年齢別〉
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〈年齢別前年対比〉
令和６年 令和７年（人）
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※本資料の数値は、東海市青少年育成センターが入手した情報件数に基づき作成しています。

(件)

(件)

(時）

(件)

(件)

○各中学校区で発生しているが、富木島中学校区での発生が最も多かった。

2

６年度 4 2 3 2 7 4

７年度 2 1 3 7 2

○下校時間帯の14時、15時、16時の発生が多かった。

５　中学校区別件数

名和 上野 平洲 富木島 横須賀 加木屋 その他

1 3 4 7６年度 1

2 1７年度 1

3 2 1

15 16

1 3 5 4

○木曜日の発生が多く、火曜日、土曜日、日曜日の発生はなかった。

４　時間帯別件数

6 7 8 9 10

６年度 3 5 6 3 3

17 18 19 20 21 2211 12 13 14

７年度 3 4 9 1

2

○８月、12月、１月の発生はなかった。

３　曜日別件数

月 火 水 木 金

4 3 2 2

土 日

2 1 1

６年度 3 2 1 3 2

７年度 2 3 2 1 2 3

８月 ９月 10月

不審者・変質者情報の状況

令和７年度（２０２５年４月～２０２６年３月）

１　過去５年間の不審者・変質者情報

○令和６年度に比べ５件減少した。

２　月別情報件数

４月 ５月 ６月 ７月 ２月 ３月11月 12月 １月

21

24

14

22
17

0
5
10
15
20
25
30

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

<件>

13



(人)

（件）

(件)

(件)

※「迷防条例」は、「盗撮」「痴漢」「卑猥な言動」を合計したもの

※「その他」は、建造物侵入、下着ドロボウなど

(人)

※１件につき複数の不審者・変質者がいる事案があり、情報件数と人数は一致しない。

8

50歳
前後

50歳
から
60歳

60歳
以上

不明

○40歳から50歳、60歳以上が多く、不明が８件あった。

1 2 3 5 3６年度 1 3 2 2

７年度 1 3 31 1

○学識別では小学生が多く、情報種別では「不安を覚えさせる行為」が８件と最も多く、
次いで「声かけ」の４件だった。

3

６年度 7 10 1

※「不安を覚えさせる行為」は、じろじろ見る、大声で叫ぶ等、子供が不安を感じる行為

10　不審者・変質者の年齢別

10歳
代

20歳
前後

20歳
から
30歳

30歳
前後

30歳
から
40歳

その他

4 8 2

4

40歳
前後

40歳
から
50歳

高校生 1

中学生 1 1

７年度

迷
防

条
例

暴
行

傷
害

の
ぞ

き
見

そ
の
他

小学生 4 7 2 1

９　学職別による情報種別

声
か
け

不
安
を

覚
え
さ

せ
る
行

為
つ
き

ま
と

い
容
姿

を
撮

影
公
然

わ
い

せ
つ

○行動別では単独による被害が14件で全体の約82％を占めた。学職別では小学生の被害が
14件で最も多かった。

保
護
者
同
伴

11 1 2 2 1

２
人
組

３
人
以
上

保
護
者
同
伴

単
独

２
人
組

３
人
以
上

８　被害者の行動別（学職別）

小学生(14) 中学生(２) 高校生(１)

そ
の
他

単
独

２
人
組

３
人
以
上

保
護
者
同
伴

単
独

不明・不特定多数 (件) 駐車（輪）場

※１件の発生につき、複数の被害者がいる事案が
あり、発生件数と一致しない場合がある。

住宅敷地

その他 2

女 9 公園・空き地 2

６ 被害者の男女別 ７ 被害場所

男 15 道路上 13
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１　内容

２　実施回数 （回）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 合計

20 16 16 18 14 16 18 14 17 16 18 18 201

３　巡回地区 （回）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 合計

10 8 7 10 7 10 11 9 8 11 9 11 111

11 9 9 10 8 10 10 7 11 11 10 11 117

10 9 7 12 9 9 12 6 9 11 11 10 115

10 9 8 10 7 11 8 7 8 9 11 13 111

11 8 9 10 7 11 13 5 8 9 9 12 112

10 8 8 10 7 11 9 5 7 10 9 12 106

４　青色防犯パトロール実施結果及び不審者情報のグラフ

富木島地区

横須賀地区

加木屋地区

名和地区

上野地区

平洲地区

青色防犯パトロール実施結果

令和７年度（２０２５年４月～２０２６年３月）

  青少年育成センターにおいて、不審者・変質者情報及び、小・中・高等学校、地域、
関係機関等からの情報を収集し、青少年育成センター職員が青色防犯パトロール車で発
生場所、公園、コンビニエンスストア、ゲームセンター等をパトロールするもので、青
色防犯パトロールではない小学校区別の街頭パトロール活動は含まない。

実施回数

20

16 16
18

14
16

18

14

17 16
18 18

2 3 2 1 0
2 3 2

0 0 1 1
0
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10

15

20
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８
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９
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１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

青色防犯パトロール実施結果

４月～３月

不審者・変質者情報

４月～３月

（別紙13、14ページのとおり)(件・回)
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～ 東 海 市 市 民 憲 章 ～ 

 

 私たちは、古い歴史と輝かしい未来をもつ東海市の市民です。 

 私たちは、よい市民となり、いっそう豊かで住みよいまちを

つくるために、ここに市民憲章をさだめます。 

 

○ 緑と花につつまれたきれいなまちをつくりましょう 

 

○ 笑顔にみちた心のかよう家庭をつくりましょう 

 

○ ゆたかな心を養い すこやかなからだをつくりましょう 

 

○ 進んできまりを守り よい習慣をつくりましょう 

 

○ 元気で働き 明るいしあわせなまちをつくりましょう 

 

 

 

 


